
（別紙）

 いいえ （ 運賃改定を実施していない、または実施する予定はない ）

➡ 「対象⾞両台数」 を⼊⼒してください。

    ・ 対象⾞両台数  台 × 77 千円 ＝ 千円

※ 上記にて算出された申請⾦額を、『補助⾦交付申請書(様式第１号)』の３.申請⾦額㋐へ記入してください
  （⼊⼒内容は、以上になります）

 はい  （ 運賃改定を実施している、又は実施を予定している ）

➡ 「対象⾞両台数」、及び改定（予定）に伴う 「実施運賃平均改定率」・「改定⽇」 を⼊⼒してください。

    ・ 対象⾞両台数  台

    ・ 実施運賃平均改定率  ％  ・ 改定日 年 8 月 10 日

 ↓ 上記項⽬の⼊⼒により、補助⾦額が算出されます。

《１》 改定があった場合の燃料費⽀援単価［円/L］
↓実施運賃平均改定率

 %

《２》 《１》により算出した単価（①）から、運賃改定後の「１台あたり補助単価［千円/台］」を算出

《３》 以上により、補助対象期間（R5.4⽉〜R5.9⽉）における「１台あたりの補助単価」を算出
● 運賃改定による影響を反映した 「１台当りの補助単価」

4 ヶ月 ヶ月

6 ヶ月 ヶ月

  【 補助⾦額 】

※ 上記にて算出された申請⾦額を、『補助⾦交付申請書(様式第１号)』の３.申請⾦額㋐へ記入してください
  （⼊⼒内容は、以上になります）

※本様式は、路線バス等を運⾏するバス事業者のみ提出が必要な様式となります

  令和４年４⽉１⽇から令和５年９⽉30⽇までに、運賃改定を実施しましたか︖（実施予定を含む。）
  〔 該当する選択肢をチェックし、⻩⾊セルの項⽬に数値等を⼊⼒してください 〕
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申請⾦額

5.6  円/L ÷× ＝ 26  千円/台

※千円単位で切捨て

 千円/台)＝ 6026 ×

旅客の運賃の改定に関する調書  【 路線バス関係 】

運賃改定前における単価 運賃改定後における単価

＝ 台10× 千円/台  千円600

申請⾦額

60

 円/L＝

・・・ ②

改定した額のうち、燃料費⾒合いを控除した額を補助額として算出

・・・ ①

〔②〕

〔①〕

・・・ Ⓐ

〔Ⓐ〕

（補助要件）
◎ 道路運送法第３条第１号イに規定する『⼀般乗合旅客⾃動⾞運送事業』にかかる⾞両（ 「定期観光運送」を除く ）
● 路線バス事業等の⽤に供されるもの
● 大阪府の区域内に所在する営業所に配置されているもの
● ⾃動⾞検査証に記載された 「使用の本拠の位置」 が府の区域内となっているもの

記載例 ②
（ 運賃改定を実施している場合 ）

⾃動計算により算出された申請⾦額（千円）について、

『補助⾦交付申請書(様式第１号)』 の３．申請⾦額㋐へ記⼊してください。

該当する項目 「はい」 を選択し、必要事項を⼊⼒してください。

●申請対象となる⾞両台数を⼊⼒してください。

●実施運賃平均改定率を⼊⼒してください。
（少数点以下第⼆位まで⼊⼒してください）

●運賃を改定した⽇付を⼊⼒してください。


